
吸光光度法を用いた土壌全炭素含量の簡易測定法 

[要約] 

畑土壌と水田土壌の両土壌タイプにおいて、吸光光度計を用いて土壌全炭素含量を

測定できる。  
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１．背景・ねらい 

高品質なサツマイモ生産のためには地力の向上が重要であり、土壌全炭素含量 

が一つの指標となる（H29 農研主要成果）。しかし、乾式燃焼法による土壌全炭素

含量の測定は普及センターでは実施できず、また、測色計は水田土壌を対象とし

ていない（R1 農研主要成果）。そこで、普及センターに配備されている土壌・作

物体総合分析計（SPCA-6210）で土壌全炭素含量が測定できる簡易測定法を開発

する。 

 

２．成果の内容・特徴 

１）土壌全炭素含量の測定方法として、土壌・作物栄養診断のための分析法 2012（北

海道立総合研究機構農業研究本部）に記載されている分析法を改変し、簡易測定法

を開発した（図１）。そして、農地管理実態調査事業および農地土壌炭素貯留等基礎

調査事業により収集した県内各地の土壌サンプル 148 点を用い、図１の方法により

土壌全炭素含量を測定し、回帰式ｙ＝5.9128X0.5232 を得た（図２）。 

 

２）１）に供試した土壌サンプルと異なる水田と畑の土壌 43 点を用いて、簡易測定法

と乾式燃焼法により測定した土壌全炭素含量の平均平方二乗誤差（RMSE）は 0.68 で

ある（図３）。また、簡易測定法と乾式燃焼法の測定値の差の大きさは 0.60 である

（データ省略）。 

 

３）１）に供試した土壌サンプルと異なる畑土壌 29 点を用いて、簡易測定法と測色計

により測定した土壌全炭素含量の平均平方二乗誤差（RMSE）は 0.96 と 1.82 となり、

簡易測定法の方が測定精度が高い（データ省略）。また、簡易測定法と測色計で土壌

全炭素含量の分析に係る時間は、１サンプル当たり 102 秒と 98 秒である。 

 

３．成果の活用面・留意点 

１）本法は堆肥や植物残渣等の粗大有機物が多く残っている土壌には適応できない。 

 

２）水酸化ナトリウムは劇物であるため、取り扱いには注意する。 

 

３）サツマイモのＡ品率向上効果については、平成 29 年度の主要成果「サツマイモ 

「ベニアズマ」の外観品質と土壌炭素含量の関係」を参照。 

 

４）測色計での分析については、令和元年度の主要成果「安価な測色計を用いた黒ボ

ク土畑土壌の全炭素含量の簡易測定法」を参照。 

 

５）SPCA-6210 が配備されていない普及センターでは別途検討が必要である。 



４．具体的データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 吸光光度法による土壌全炭素含量の測定方法 

注 1) 吸光度が 0.9 を超える場合は、サンプルを希釈し測定する 

注 2) SPCA-6210 では分析項目でホウ素を選択し、波長 540 ㎚の吸光度を測定する 

 

 

図２ 吸光度と土壌全炭素含量の関係  図３ 県内ほ場の土壌全炭素含量測定 

注) 供試サンプルは水田 56 点、畑 78 点、     注 1) 供試サンプルは水田 16 点、畑 25 点、 

樹園地 5 点、施設 9 点               樹園地 1 点、施設 1 点  

                      注 2) 供試サンプル 43 点の内、一般ほ場は 29 点、 

                         再生ほ場または陸田転換ほ場は 14 点  

                      注 3) 鹿行農林事務所経営・普及部門の機器で測定 

 

５．試験課題名・試験期間・担当研究室 

サツマイモの生産性向上を支える技術開発と実証・令和２年度～令和４年度・環

境・土壌研究室、作物研究室 
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計算方法 

土壌全炭素含量（％）＝5.9128×吸光度 0.5232 

測定方法 

抽出液 

A 液 特級二リン酸ナトリウム十水和物（Na4P2O7･10H2O）22.3g を約 400ml の蒸留水に溶かす 

B 液 特級水酸化ナトリウム（NaOH）を約 400ml の蒸留水に溶かす 

A 液と B 液を混合し、蒸留水を加えて 1,000ml にメスアップし、抽出液とする 

① 風乾土 2g に抽出液 20ml を加え、3 分間振とうする 

（振とう速度 110rpm/min、振とう幅 30mm 目安） 

② 定量ろ紙 No.5C を用いてろ過し、ろ液 1ml に蒸留水 11ml を加える 

③ 吸光光度計で波長 540nm の吸光度を測定する 


